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理解が進むと眼よりも先に手が
動く（Eye-Hand Coordination）

選好判断の結果は判断の認知の
1秒前（gaze-cascade）に決まってる

協調行動にはメンタルモデル
（mental-model）の共有が必要

会話における話者中心（center 

of communication）を視覚化する

図４人（ ）の話者中心（ ）運動の視覚化
（背景色が明るい程話者重心の運動が大きい）

複数の参加者が言葉や資料を用
いて議論する会議やグループワー
クにおける「話者中心の運動」（対
話に強く関わる人同士の関係性
の中心）を視覚化する技法の開発
を行っています．

図 シミュレーション課題

２人で行う「化学プラント管理シ
ミュレーション課題」を作成し，燃
料管理操作時の２者間の操作の
同調率から「メンタルモデルの共
有」の重要性を実験的に検証して
います．
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図 操作の同調率の
変化

図 眼と手の協応関係の解析例
（①：手が先，眼が後，②：眼が先，手が後）

-3

-2

-1

0

1

2

3

-400

-300

-200

-100

0

100

200

300

400

座
標

[d
e
g
r
e
e
]

座
標

[p
ix

e
l]

時刻 [秒]

マウスの軌跡
視線の軌跡

2.51.0 4.0

遅れ時間 遅れ時間① ②

学習深度の強さを眼と手の協応
関係（動作が先に開始する部位
（手か眼か））の遅れ時間から検
討しています．

図 視線カスケード現象が開始する前に
縮瞳が発生し，その後，散瞳が起きる例

『好ましい』と判断する対象を高精
度で予測する眼球運動・瞳孔反応
ダイナミクスのモデル化に取り組ん
でいます．
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キー入力1.6秒前 0.8秒前

キー入力までの経過時間

二択反応確率から
Sigmoid曲線を導出
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